
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
に

四
万
十
市
予
土
会
主
催
の

歴
史
講
演
会
で
『
幕
末
維

新
に
い
た
る
「
大
政
奉
還

期
」
の
樋
口
真
吉
の
人
脈
』

と
題
し
て
沢
田
勝
行
理
事

が
講
演
を
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
が
多
岐
に
渡
る
た
め

そ
の
中
の
幾
つ
か
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

●
間
崎
滄
浪
は
中
村
の
江

ノ
村
出
身
の
医
師
を
父
と

し
て
、
高
知
に
生
ま
れ
、

少
年
期
に
三
年
ほ
ど
中
村

に
住
ん
で
お
り
、
中
村
に

縁
が
あ
る
人
物
で
あ
る
。

十
六
歳
で
江
戸
に
で
て
著

名
な
朱
子
学
者
安
積
良
斎

の
塾
に
学
び
塾
頭
を
務
め

た
秀
才
で
あ
っ
た
。
交
流

範
囲
も
広
く
、
山
岡
鉄
舟
、

清
川
八
郎
、
石
山
孫
六
ら

が
い
る
。
石
川
孫
六
が
土

佐
藩
に
請
わ
れ
て
土
佐
に

向
か
う
時
、
滄
浪
は
樋
口

真
吉
を
紹
介
し
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
間
崎
滄
浪

が
早
い
時
期
に
乾
退
助
と

親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
樋

口
真
吉
が
長
崎
経
由
で
江

戸
に
滞
在
し
た
時
、
頻
繁

に
真
吉
と
滄
浪
は
交
流
し

て
い
た
。
真
吉
も
遠
近
晋

八
も
安
積
良
斎
に
学
ん
で

い
る
痕
跡
が
あ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
真
吉
は
日
記
に
は

間
崎
滄
浪
の
名
前
を
伏
せ

て
い
る
。
恐
ら
く
は
後
に

滄
浪
が
清
連
院
宮
事
件
で

容
堂
公
か
ら
「
不
遜
の
極

み
」
と
切
腹
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
が
関
連
し
て
い
る
と

み
て
い
い
。
真
吉
の
残
し

た
記
録
は
個
人
の
日
記
と

は
性
格
が
異
な
り
、
公
文

書
に
近
い
記
録
だ
か
ら
で

あ
る
。
左
上
の
図
で
注
目

す
べ
き
は
間
崎
滄
浪
の
教

え
子
に
中
岡
慎
太
郎
と
吉

村
寅
太
郎
が
居
る
こ
と
で

あ
る
。
乾
退
助
と
中
岡
慎

太
郎
が
薩
土
密
約
を
成
立

さ
せ
土
佐
藩
を
討
幕
派
に

導
く
先
陣
を
切
っ
た
こ
と
、

吉
村
寅
太
郎
が
十
津
川
事

件
を
起
こ
し
た
こ
と
の
背

後
に
勤
皇
家

間
崎
滄
浪
が

い
た
の
で
あ
る
。

●
江
戸
で
真
吉
が
滄
浪
に

出
会
っ
て
い
た
こ
と
を
立

証
す
る
痕
跡
が
も
う
一
つ

あ
る
。
滄
浪
は
切
腹
間
際

に
米
国
に
行
き
た
か
っ
た

と
書
き
残
し
て
い
る
。
こ

れ
は
真
吉
が
長
崎
で
土
佐

藩
の
誰
よ
り
も
早
く
万
次

郎
に
面
談
し
て
米
国
事
情

を
聴
取
し
て
い
た
か
ら
、

江
戸
に
て
滄
浪
に
当
然
伝

え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

真
吉
か
ら
聞
い
た
米
国
事

情
が
間
違
い
な
く
間
崎
滄

浪
に
渡
米
し
た
い
気
に
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

●
文
久
三
年
六
月
八
日
、

間
崎
滄
浪
は
切
腹
し
た
。

そ
の
二
ヶ
月
後
中
岡
慎
太

郎
が
乾
退
助
を
訪
問
し
、

こ
れ
が
後
に
薩
土
密
約
を

結
ぶ
端
緒
と
な
っ
た
。

年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
る

が
共
に
間
崎
滄
浪
か
ら
勤

皇
思
想
を
受
け
継
い
だ
間

で
も
あ
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。

●
慶
応
三
年
五
月
、
江
戸

に
い
た
乾
退
助
は
在
京
の

中
岡
慎
太
郎
よ
り
四
賢
候

会
議
の
不
発
を
嘆
く
手
紙

を
受
け
急
遽
五
月
十
八
日

上
洛
す
る
や
、
京
都
の
料

亭
「
近
安
楼
」
に
て
福
岡

藤
次
、
船
越
洋
之
助
ら
と

武
力
討
幕
の
打
合
せ
の
密

談
を
お
こ
な
っ
た
。
翌
日
、

乾
退
助
は
山
内
容
堂
に
拝

謁
を
請
う
が
許
可
さ
れ
ず
、

こ
の
日
、
中
岡
慎
太
郎
は

薩
摩
藩
・
西
郷
隆
盛
と
乾

退
助
を
会
見
さ
せ
よ
う
と

奔
走
す
る
。
慶
応
三
年
五

月
二
十
一
日
、
京
都
の
料

亭
・
大
森
で
再
び
乾
と
中

岡
が
策
を
練
り
書
簡
を
し

た
た
め
西
郷
に
送
っ
た
。

●
薩
土
密
約

こ
の
中
岡
の
仲
介
に
よ
り
、

同
日
夕
方
、
室
町
通
り
鞍

馬
口
下
る
西
入
森
之
木
町

の
近
衛
家
別
邸
（
薩
摩
藩

家
老
・
小
松
帯
刀
の
寓
居
）

に
お
い
て
、
土
佐
藩
の
乾
・
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谷
干
城
・
毛
利
恭
助
・
中

岡
ら
と
、
薩
摩
藩
の
西
郷

吉
之
助(

隆
盛)

・
吉
井
幸

輔(
友
実)
・
小
松
帯
刀
ら

が
会
談
し
、
乾
は
「
戦
と

な
れ
ば
、
藩
論
の
如
何
に

関
わ
ら
ず
、
必
ず
三
十
日

以
内
に
土
佐
藩
兵
を
率
い

て
薩
摩
藩
に
合
流
す
る
」

と
そ
の
決
意
を
語
り
、
薩

土
討
幕
の
密
約
（
薩
土
密

約
）
を
締
結
し
た
。
薩
土

密
約
を
仕
掛
け
た
の
は
土

佐
藩
の
乾
退
助
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

●
容
堂
公
へ
復
命

い
く
ら
何
で
も
乾
退
助
が

勝
手
に
薩
摩
藩
と
密
約
を

す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

翌
五
月
二
十
二
日
に
、
乾

退
助
は
こ
れ
を
山
内
容
堂

に
稟
申
し
、
同
時
に
勤
王

派
水
戸
浪
士
を
江
戸
藩
邸

に
匿
っ
た
こ
と
も
報
告
し

た
。
容
堂
は
そ
の
勢
い
に

圧
さ
れ
る
形
で
、
こ
の
軍

事
密
約
を
承
認
し
、
退
助

に
軍
制
改
革
を
命
じ
た
。

●
土
佐
藩
は
乾
を
筆
頭
と

し
て
軍
制
改
革
・
近
代
式

練
兵
を
行
う
こ
と
を
決
定
。

乾
退
助
は
、
五
月
二
十
七

日
、
中
岡
慎
太
郎
ら
に
大

坂
で
ベ
ル
ギ
ー
製
ア
ル
ミ

ニ
ー
銃3
0
0

挺
の
購
入
を

命
じ
、
六
月
二
日
に
土
佐

に
帰
国
し
た
。

●
中
岡
慎
太
郎
は
乾
退
助

の
武
力
討
幕
の
決
意
を
し

た
た
め
た
書
簡
を
、
土
佐

勤
王
党
の
同
志
あ
て
に
送

り
、
土
佐
勤
王
党
員
ら
三

百
余
名
の
支
持
を
得
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
の

ち
の
迅
衝
隊
の
主
力
メ
ン

バ
ー
な
る
が
、
旧
土
佐
勤

王
党
員
ら
を
赦
免
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の

一
部
始
終
を
樋
口
真
吉
は

容
堂
公
の
側
近
と
し
て
見

て
い
た
の
で
あ
る
。
直
ち

に
幡
多
勤
皇
党
へ
も
迅
衝

隊
へ
の
参
加
を
指
示
し
た

と
思
わ
れ
る
。

●
「
薩
土
盟
約
」

実
は
容
堂
公
の
気
持
ち
は

揺
れ
動
い
て
い
た
。
一
方

で
後
藤
象
二
郎
ら
の
大
政

奉
還
策
を
幕
府
に
進
言
す

る
つ
も
り
で
い
た
か
ら
で

あ
る
。
中
岡
慎
太
郎
、
乾

退
助
ら
に
よ
っ
て
薩
摩
藩

と
は
討
幕
の
密
約
を
結
ん

だ
も
の
の
山
内
容
堂
は
、

徳
川
宗
家
へ
の
強
い
恩
顧

意
識
が
あ
り
、
心
中
の
揺

れ
動
き
の
幅
が
大
き
く
、

討
幕
へ
の
意
欲
が
不
安
定

で
あ
っ
た
た
め
、
更
に
幕

府
の
力
を
段
階
的
に
削
ぐ

た
め
の
方
策
と
し
て
六
月

二
十
二
日
京
都
三
本
木
料

亭
「
吉
田
屋
」
に
お
い
て
、

薩
摩
の
小
松
帯
刀
、
大
久

保
一
蔵(

大
久
保
利
通)

、

西
郷
吉
之
助
、
土
佐
の
寺

村
道
成
、
後
藤
象
二
郎
、

福
岡
藤
次(

福
岡
孝
弟)

、

石
川
誠
之
助(

中
岡)

、
才

谷
梅
太
郎(

坂
本
龍
馬)

と

の
間
で
、
大
政
奉
還
の
策

を
進
め
る
た
め
に
薩
土
盟

約
が
締
結
さ
れ
た
。

そ
の
会
談
に
加
わ
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
前
頁
の
資
料
の

通
り
で
あ
る
。

●
乾
退
助
は
土
佐
に
帰
っ

た
の
で
居
な
い
。
土
佐
藩

側
に
後
藤
象
二
郎
、
寺
村

道
成
に
加
え
て
坂
本
龍
馬

と
中
岡
慎
太
郎
が
変
名
で

参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

寺
村
道
成
の
日
記
に
は

「
巨
魁
二
名
」
と
書
い
て

龍
馬
と
慎
太
郎
の
名
前
を

載
せ
て
い
な
い
。
こ
こ
に

当
時
の
土
佐
藩
の
門
閥
主

義
が
象
徴
的
に
現
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
土
佐
藩
の
上

層
部
は
郷
士
の
坂
本
龍
馬

と
中
岡
慎
太
郎
を
認
め
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

●
こ
の
薩
摩
藩
と
の
会
談

内
容
は
「
薩
土
盟
約
」
と

さ
れ
て
、
こ
れ
に
芸
州
広

島
藩
を
巻
き
込
ん
で
三
藩

連
合
を
画
策
し
た
も
の
で
、

芸
州
と
の
折
衝
を
樋
口
真

吉
が
担
当
し
、
芸
州
藩
家

老
に
複
数
回
面
談
し
て
い

る
記
録
が
あ
る
。
実
際
に

は
三
藩
連
合
の
目
論
見
は

実
現
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、

薩
土
盟
約
の
内
容
は
武
力

討
幕
派
の
乾
退
助
に
は
知

ら
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

後
藤
象
二
郎
と
寺
村
道
成

に
は
薩
土
密
約
を
知
ら
し

て
い
な
い
と
い
う
土
佐
藩

の
複
雑
な
事
情
が
出
て
い

る
。
明
治
維
新
が
成
功
し

た
歴
史
を
知
っ
て
い
る
我
々

か
ら
す
れ
ば
奇
異
に
感
じ

る
も
、
当
時
の
事
情
か
ら

は
政
権
が
ど
う
動
く
の
か

誰
に
も
分
か
ら
な
い
疑
心

暗
鬼
の
な
か
で
、
暗
中
模

索
し
て
い
た
土
佐
藩
の
苦

衷
が
見
え
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
は
各
藩
と
も
藩
内
に

親
徳
川
派
と
討
幕
派
の
二

派
に
別
れ
て
い
て
藩
論
が

統
一
出
来
て
い
な
い
藩
が

沢
山
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
慶
応
三
年
の
動
向

揺
れ
動
く
土
佐
藩
の
動
向

を
下
記
に
ご
案
内
す
る
。

武
力
討
幕
派
と
公
武
合
体

派
が
交
互
に
揺
れ
て
い
る
。

乾
退
助
が
邪
魔
だ
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
派
遣
す
る
内
命

が
で
た
と
か
、
乾
退
助
の

進
退
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

動
し
て
い
る
。
驚
く
こ
と
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は
軍
政
改
革
の
責
任
者
に

任
命
さ
れ
た
り
解
任
さ
れ

た
り
、
挙
句
の
果
て
に
乾

は
脱
藩
し
て
討
幕
軍
に
加

わ
る
計
画
を
し
て
い
た
。

土
壇
場
で
乾
は
復
帰
し
て

土
佐
藩
正
規
軍
の
迅
衝
隊

を
率
い
て
出
陣
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
に
坂
本

龍
馬
が
藩
を
超
え
て
、
新

政
権
に
発
言
力
が
増
し
て

い
る
こ
と
も
上
記
の
資
料

か
ら
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
気
が
付
い
た
土
佐

藩
の
上
層
部
は
何
を
思
っ

た
で
あ
ろ
う
か
？

●
慶
応
三
年
十
月
、
寺
村

道
成
の
日
記
に
よ
れ
ば
、

京
都
の
某
所
で
会
津
藩
の

京
都
守
護
職
の
現
場
責
任

者
の
手
代
木
直
右
衛
門

（
て
し
ろ
ぎ
す
ぐ
え
も
ん
）

と
寺
村
道
成
（
公
武
合
体

派
）
が
観
劇
の
席
で
会
談

を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の

手
代
木
の
実
弟
が
龍
馬
暗

殺
犯
の
首
謀
者
佐
々
木
只

三
郎
だ
と
言
う
か
ら
こ
の

会
談
は
お
だ
や
か
で
な
い
。

土
佐
藩
と
会
津
藩
の
家
老

が
会
談
し
た
内
容
は
会
土

密
約
で
あ
る
と
沢
田
氏
は

言
う
。
そ
の
内
容
こ
そ
土

佐
藩
が
会
津
藩
に
龍
馬
と

慎
太
郎
を
暗
殺
す
る
よ
う

依
頼
を
し
た
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。
そ
れ
を
裏
ず

け
る
の
が
寺
村
道
成
と

会

津
藩
の

手
代
木
直
右
衛
門

の
会
談
と
「
巨
魁
二
人
」

と
書
い
た
寺
村
道
成
の
日

記
な
の
だ
が
、
流
石
に
暗

殺
犯
土
佐
藩
説
は
高
知
市

内
で
は
発
表
で
き
ま
い
。

●
鳥
羽
伏
見
の
戦
で
一
体

誰
が
土
佐
藩
の
藩
旗
を
挙

げ
た
の
か
？
沢
田
氏
の
説

は
「
樋
口
真
吉
を
お
い
て

他
に
い
な
い
」
と
い
う
説

だ
が
、
下
の
資
料
で
は
通

説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

真
吉
説
が
通
る
に
は
今
一

つ
確
定
的
証
拠
が
欲
し
い
。

乾
退
助
の
居
な
い
現
場
で

乾
の
指
示
を
順
守
し
て
、

独
断
で
動
い
た
山
田
、
吉

松
の
部
隊
長
が
切
腹
を
覚

悟
し
た
が
、
錦
旗
が
翻
り

事
な
き
を
得
た
と
書
か
れ

て
い
る
。
何
と
も
最
後
ま

で
容
堂
公
の
迷
走
振
り
に

振
り
回
さ
れ
た
土
佐
藩
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
終
始

一
貫
し
た
乾
退
助
の
討
幕

一
辺
倒
、
薩
土
密
約
遵
守

の
姿
勢
が
土
佐
藩
を
救
っ

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ

の
背
後
に
間
崎
滄
浪
の
顔

も
見
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
間
崎
滄
浪
を
も
っ
と
評

価
し
て
い
い
気
が
す
る
。
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龍
馬
暗
殺
犯
は
？

安
積

艮
斎

（
あ
さ
か

ご
ん
さ
い
、

寛
政3

年3

月2

日
～

万
延

元
年11

月21

日
）

幕
末
の
朱
子
学
者
。

江
戸
で
私
塾
を
開
き
、
岩

崎
弥
太
郎
、
小
栗
忠
順
、

栗
本
鋤
雲
、
清
河
八
郎
ら

が
学
ん
だ
他
、
吉
田
松
陰

に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ

れ
る
。誰

が
藩
旗
を
？



●
万
次
郎
は
帰
国
後
土
佐

藩
の
定
小
者
と
し
て
士
分

に
登
用
さ
れ
て
い
た
が
、

ペ
リ
ー
来
航
の
年
、
林
大

學
頭
は
万
次
郎
を
老
中
安

倍
伊
勢
守
正
弘
に
推
薦
し

た
結
果
、
土
佐
藩
江
戸
屋

敷
留
守
居
役
に
万
次
郎
を

呼
び
寄
せ
る
よ
う
に
命
じ

た
。
幕
府
が
万
次
郎
を
幕

府
直
参
に
登
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
々
来
航
が
予
定
さ
れ
る

米
国
の
事
情
を
少
し
で
も

知
っ
て
お
き
た
い
思
惑
が

あ
っ
た
。
嘉
永
六
年
八
月

三
十
日
に
江
戸
に
到
着
し

た
万
次
郎
は
、
早
速
に
幕

府
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
老

中
安
倍
正
弘
や
江
川
太
郎

左
衛
門
ら
の
ア
メ
リ
カ
に

つ
い
て
の
質
問
に
答
え
た
。

万
次
郎
の
応
答
が
的
確
で

的
を
得
て
い
た
の
で
一
同

を
満
足
さ
せ
た
と
言
う
。

江
川
太
郎
左
衛
門
は
願
い

出
て
、
万
次
郎
を
自
分
の

屋
敷
に
住
ま
わ
せ
万
次
郎

か
ら
情
報
を
得
た
と
い
う
。

ペ
リ
ー
来
航
時
に
通
詞
と

し
て
万
次
郎
を
準
備
し
た

も
の
の
幕
府
は
結
局
そ
の

案
を
採
用
し
な
か
っ
た
が
、

幕
府
は
万
次
郎
が
米
国
に

有
利
な
通
訳
を
す
る
の
で

は
？
と
疑
心
暗
鬼
に
な
っ

た
か
ら
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
ペ
リ
ー
は
万
次
郎

の
帰
国
を
知
っ
て
お
り
、

万
次
郎
と
の
対
面
を
期
待

し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

伝
記
「
中
浜
万
次
郎
」

（
中
浜
博
著
）
に
は
ふ
す

ま
の
陰
で
、
米
国
側
の
話

を
訳
し
て
伝
え
て
い
た
と

の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

●
江
川
太
郎
左
衛
門
は
砲

術
家
と
し
て
知
ら
れ
外
交

に
詳
し
く
、
高
潔
な
人
格

者
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
万

次
郎
の
結
婚
相
手
を
江
川

太
郎
左
衛
門
が
世
話
を
し

て
い
る
。
こ
の
砲
術
家
に

五
年
間
も
仕
え
た
の
が
樋

口
真
吉
の
愛
弟
子
の
山
崎

慎
六
郎
で
あ
る
。
山
崎
慎

六
郎
は
真
吉
の
教
え
子
で
、

嘉
永
五
～
六
年
の
真
吉
と

の
旅
を
終
え
た
の
ち
、
新

た
め
て
単
独
で
江
戸
に
行

き
、
砲
術
を
勉
強
し
て
い

る
が
、
そ
の
折
に
江
川
太

郎
左
衛
門
に
五
年
間
奉
職

し
て
い
る
の
は
万
次
郎
の

斡
旋
か
も
し
れ
な
い
。
彼

は
帰
国
後
文
武
館
の
教
壇

に
立
ち
、
中
村
の
後
輩
の

教
育
に
尽
力
し
て
い
る
。

幕
末
の
激
動
の
時
代
に
幡

多
か
ら
か
く
も
立
派
に
活

躍
し
た
先
輩
た
ち
が
い
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
い
。

●
樋
口
真
吉
は
文
化
十
二

年
（1

8
1
5

）
十
一
月
八

日
幡
多
中
村
に
生
ま
れ
、

明
治
三
年
（1

8
7
0

）
六

月
十
四
日
東
京
麻
布
に
て

没
し
た
。
享
年
五
十
六
歳

で
あ
っ
た
。
生
前
に
戊
辰

戦
争
に
於
け
る
叙
勲
従
七

位
を
授
与
さ
れ
た
が
、
明

治
三
十
六
年
特
旨
を
以
て

従
四
位
が
追
贈
さ
れ
た
。

そ
の
前
年
、
真
吉
の
愛
弟

子
の
桑
原
戒
平
著
「
樋
口

先
生
」
（
真
吉
没
三
十
回

忌
に
出
版
）
が
出
版
さ
れ
、

改
め
て
樋
口
真
吉
に
思
い

を
寄
せ
る
機
運
が
真
吉
の

評
価
を
見
直
す
契
機
に
な

り
、
当
時
存
命
中
の
佐
々

木
高
行
の
推
挙
も
あ
っ
た

と
想
定
さ
れ
る
。
為
松
公

園
二
の
丸
に
建
立
さ
れ
た

「
贈
従
四
位
樋
口
船
影
記

念
碑
」
は
、
海
軍
大
将
男

爵
島
村
速
雄
の
揮
ご
う
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
年

は
樋
口
真
吉
没
百
五
十
年

祭
を
行
っ
た
が
、
こ
の
従

四
位
へ
の
追
贈
の
裏
に
は

土
佐
藩
独
特
の
門
閥
評
価

を
覆
し
た
意
味
が
あ
る
。

★
以
上
沢
田
勝
行
理
事
の

講
演
か
ら
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

レ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
【
定
期
総
会
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
定
期
総

会
を
開
催
、
来
賓
挨
拶
の

後
、
広
島
県
廿
日
市
市
貫

汪
館
森
本
邦
生
先
生
に
記

念
講
演
を
し
て
頂
い
た
。

●
不
破
八
幡
宮
奉
納
演
武

十
一
月
八
日
不
破
八
幡
宮

境
内
で
、
貫
汪
館
館
長
森

本
邦
生
氏
と
林
大
介
氏
に

よ
っ
て
大
石
神
陰
流
演
武

を
奉
納
、

そ
の
後
体
験
会

を
行
い
、
古
武
道
の
魅
力

を
実
体
験
し
ま
し
た
。
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編
集
後
記

江
川
太
郎
左
衛
門

十
一
月
七
日
顕
彰
会
総
会

真
吉
従
四
位
追
贈

●
樋
口
真
吉
の
佩
刀
拝
見

木
戸
薬
局
の
ご
当
主
の
ご

厚
意
で
大
石
神
陰
流
免
許
皆
伝

の

森
本
先
生
に
真
吉
の
佩

刀
と
鉄
扇
な
ど
の
遺
品
を

ご
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

驚
き
は
真
吉
の
刀
の
長
さ

で
、
柄
の
長
さ
も
長
く
常

人
に
は
と
て
も
実
践
で
扱

え
な
い
ほ
ど
の
長
刀
で
し

た
。
真
吉
の
背
丈
は
六
尺

は
あ
っ
た
の
で
は
？

●
【
新
年
度
理
事
会
】

新
年
度
の
事
業
計
画
の
骨

格
を
決
定
し
ま
し
た
。

〇
樋
口
真
吉
の
銅
像
建
立

基
金
を
設
置
し
て
銅
像
建

立
を
具
体
化
す
る
こ
と
、

〇
地
元
中
高
生
に
、
地
域

の
偉
人
の
生
き
方
を
通
じ

て
歴
史
を
学
ぶ
方
策
を
提

案
し
実
施
す
る
こ
と
、

〇
樋
口
真
吉
を
顕
彰
す
る

た
め
真
吉
の
足
跡
を
辿
る

ツ
ア
ー
を
立
案
実
行
し
て
、

樋
口
真
吉
へ
の
理
解
を
深

め
る
事
業
を
実
行
す
る
こ

そ
の
三
事
業
の
財
政
を
支

援
す
る
た
め
、
毎
号
会
報

誌
に
広
告
ペ
ー
ジ
を
設
け

て
、
通
常
会
費
と
別
に
事

業
協
賛
金
を
募
る
仕
組
み

を
設
け
ま
し
た
。

ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

●
【
定
例
行
事
予
定
】

〇
六
月
十
四
日
墓
前
祭

〇
十
一
月
三
日

樋
口
真
吉
杯
剣
道
大
会

〇
十
一
月
六
日

樋
口
真
吉
顕
彰
会
総
会


